
１．自己相互誘導と交流発電機

　自己誘導

　①　 　 ＝

　②　コイル回路の電流変化電圧変化のグラフを描けるように

　③　コイルを流れる電流は必ず連続変化をする。十分時間がたつと導線と同じになる。

　④　コイル内の磁力線の束が磁気エネルギーの正体。

　⑤　

　⑥　 ＝ 　　 が あたりの磁気エネルギー

　　　　　　　　　　　（ は あたりの静電エネルギー）

　相互誘導

　①　 ＝
Φ

　コイル内の磁束は一次コイル二次コイルともに等しいとする。

　二次コイルに電流が流れない場合

　②　一次コイル　 　 ＝

　　　二次コイル　 ＝ 　 ＝ 　

　　　　　　　　　　　　 ＝１次から２次への相互インダクタンス

　③　 ＝

　二次コイルに電流が流れる場合

　④　二次コイルに電流が流れると二次コイルが作る磁場が一次コイルの磁場を弱める。

　⑤　一次コイル　 ＝ ＝

　　　二次コイル　 ＝ ＝

　交流発電機

　交流発電機起電力　 　 ＝

●　対策

　　公式誘導する。電流と電圧の変化のグラフを描けるようにしておく。

●　基本問題集対象問題　 ～

●　証明問題集対象問題　

●　セミナー対象問題　 ～

●　重問対象問題
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